












去
る
二
月
十
六
日
、
二
中
地
区
公
民
館

に
お
い
て
、
文
化
広
報
部
主
催
に
よ
る
渡

辺
大
輔
氏
の
ケ
ー
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ナ
は
南
米
ア
ン
デ
ス
発
祥
の
縦
笛

で
、
透
き
通
る
よ
う
な
“
風
の
音
色
”
が

特
徴
の
楽
器
で
す
。
当
日
は
サ
ン
ポ
ー

ニ
ャ
（
管
楽
器
）
の
酒
井
亮
祐
氏
、
チ
ャ

ラ
ン
ゴ
（
弦
楽
器
）
の
保
坂
幸
恵
氏
、
ギ

タ
ー
の
大
塚
源
三
氏
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
。「

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
ゆ
く
」「
コ
ー

ヒ
ー
ル
ン
バ
」
な
ど
の
南
米
の
伝
統
曲
の

他
、「
も
の
の
け
姫
」
や
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
テ
ー
マ
曲
「
今
、
咲
き
誇
る
花
た
ち

よ
」
な
ど
の
な
じ
み
深
い
曲
も
交
え
、
合

わ
せ
て
十
数
曲
、
一
時
間
半
た
っ
ぷ
り
演

奏
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
リ
ビ
ア
音
楽
の

演
奏
で
は
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
七
十

人
の
聴
衆
の
手
拍
子
で
大
い
に
盛
り
上
が

る
場
面
も
あ
り
、
日
頃
聞
き
な
れ
な
い
ア

ン
デ
ス
の
楽
曲
に
感
動
し
、
心
癒
さ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は

「
と
て
も
魅
力
的
な
演
奏
で
、
な
ぜ
か
郷

愁
を
誘
わ
れ

て
、
心
が
な

ご
や
か
に
な

り
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が

聴
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

参
加
者
が
珍

し
い
楽
器
を

見
た
り
、
演

奏
者
と
談
笑

し
た
り
し

て
、
南
米
の

音
楽
を
存
分

に
堪
能
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
次
回
開
催
へ
の
要
望
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
文
化
広
報
部
と
し
て

も
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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か
す
み
が
う
ら
市
出
身
。二
〇
〇
五
年
、

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
見
聞
を
広
げ
る
べ
く

南
米
の
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
を
探
訪
。
帰

国
後
は
土
浦
市
役
所
に
勤
務
し
な
が
ら
、

関
東
を
中
心
に
ケ
ー
ナ
の
演
奏
活
動
を
始

め
る
。

　
二
〇
一
三
年
、退
職
後
プ
ロ
に
転
向
し
、

プ
ロ
奏
者
と
し
て
の
活
動
を
本
格
的
に
始

動
、
日
本
最
高
峰
の
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
グ

ル
ー
プ
「
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な

る
。
現
在
は
、
演
奏
活
動
の
他
、
ケ
ー
ナ

教
室
で
の
講
師
と
し
て
精
力
的
に

ケ
ー
ナ
普
及
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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近
頃
は
、
大
型
台
風
の
来
襲
や
猛
暑
な
ど
異

常
気
象
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
も
、
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
活

動
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
元
気
を
も
ら
っ
て

残
暑
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。
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集

後

記

編
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後

記

編
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後
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恒
例
の
「
真
鍋
二
丁
目
桜
ま
つ
り
」
が

四
月
六
日
㈰
、
真
鍋
二
丁
目
公
民
館
を
中

心
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
前
の
新
川
沿
い
の
桜
は
満
開
、

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
地
元

住
民
が
、
う
ら
ら
か
な
春
の
ひ
と
時
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
学
校
入
学
児
童
の
歓
迎
会

に
続
き
、
公
民
館
前
で
、
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
お
餅
、
か
き
氷
な
ど
が

参
加
者
や
花
見
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
輪
投
げ
大
会
や
、
地

元
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も

あ
り
、
大

変
な
盛
り

上
が
り
と

な
り
ま
し

た
。

　
新
川
沿

い
の
桜
の

縁
も
あ
り
、真
鍋
二
丁
目
で
は
、「
真
桜
会
」

（
青
年
会
）、「
二
桜
会
」（
老
人
会
）
な
ど

会
の
名
称
に
桜
を
つ
け
て
い
る
他
、
市
民

体
育
祭
な
ど
で
着
用
す
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
ピ

ン
ク
地
に
桜
の
絵
を
配
す
な
ど
、
桜
を
こ

よ
な
く
愛
し
て
い
ま
す
。
お
花
見
の
時
期

は
、
土
浦
市
桜
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
新
川

沿
い
に
提
灯
の
飾
り
つ
け
を
行
っ
て
お
り
、

毎
年
四
月

の
第
一
日

曜
日
に
真

鍋
二
丁
目

公
民
館
を

中
心
に
、

こ
の
桜
ま

つ
り
を
開

催
し
て
い

ま
す
。

前
号
「
や
す
ら
ぎ
」
で
神
社
の
沿
革
と

再
建
に
至
る
経
緯
を
紹
介
し
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
完
成
後
の
景
観
と
神
社
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
神
社

境
内
は
不
要
な
木
が
伐
採
さ
れ
明
る
く
な

り
、
社
殿
周
辺
は
沿
革
及
び
再
建
関
係
者

が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
、
一
対
の
狛
犬
、
燈

籠
等
、
神
社
と
し
て
の
雰
囲
気
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
内
装
も
立
派
に

出
来
上
が
り
、
十
一
月
に
は
七
五
三
の
お

祝
い
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
月
八
日

夜
に
遷
座
式
（
御
神
体
を
遷
す
）、
四
月

十
四
日
に
は
竣
工
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
社
殿
改
築
事
業

は
約
三
百
年
を
経
た
一
大
事
業
で
あ
り
ま

し
た
。
神
社
再
建
は
幾
世
代
に
も
亘
っ
て

守
っ
て
き
た
木
田
余
住
民
の
皆
様
の
悲
願

で
あ
り
、
再
建
成
っ
た
素
晴
ら
し
い
景
観

を
見
る
と
き
感
無
量
な
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
神
社
と
は
、
地

域
に
住
む
人
の
「
日
々
の
感
謝
の
心
を
映

す
鏡
」
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
人
が

育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
子
々

孫
々
ま
で
残
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
・
鹿
島
神
社
社
殿
再

建
の
た
め
八
坂
神
社
の
祭
礼
（
祇
園
祭
）

が
二
年
間
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
新
装
成
っ
た
社
殿
で
、
七
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
に
厳
か
に
か
つ
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
は
地
域
社
会
の
連
帯

感
と
絆
を
高
め
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
南
川
地
区
長　
記
）
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